
２ 研究会報告 
 

森山 治 
 
 年 年一 団 全国 ・共済 会（全 済）よ の研究 成を

活動を な て、 研究  「 に る包括 用創 に関す

る研究」（ 年度 年度）を する とが 来 とによ 、継続して研究を

な とが可能とな  
 
１ 年研究活動（全 済関係） 
 地  （ 国） 
 訪問 ： 国 関 会 
         山 センター 
       本  ム  
 地  （ 国） 
 訪問 ： 保 の動 （公団 インタ ュー） 
         山 保 院（ 保 インタ ュー） 
       保 の動 （ ） 
         ウ 市 ム 総合 センター 
         社会  ンアム 団 
 全 済からの研究 成に して 報告 を 成 で る 研究成果

する で研究を めて で る  
研究構成  

 森山 治     研究  経済 経  
    一   共同研究  国際 院  センター  
    共同研究  大 大 院  センター 研究  
 

年研究活動（ 研関係） 
 研究 ーマ  「 に る包括 用創 に関する研究」 
 研究  
 研究 と 研究 で を に、社会的包 を視 とし、 のに

な となる に する （ を ）、 用政策 、 なにな と

しての 国 に する 政策な をフ ンラン 国との を視 に な

がら課題の 理を でして 社会によ が国に ら の

進国 で して 、 を め の 保 社会的な課題で ると

る  
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 にな と る一 で、 ざ な理 によ の 市 に で な

（ ）の 大 な課題とな て る  
「 」を社会に包 する と 、 にと ての社会との なが 、生 が と

を す で な 、 度の に る コミュニケーシ ンに の る 、 害

の る 、生活 等の に 的な政策議論と 的な に すると考

て る  
 
活動経  
 年度 共同研究 と 年 の研究 の 合 を な 、個 に を進め

て 年度 イ リス・フ ンラン を とし 地 を な で

る て国 策との検討 な て  
研究構成  

 森山 治       研究  経済 経  
    一    共同研究   国際 院  センター  
      共同研究  大 大 院  センター 研究  
      共同研究  大  センター 研究  
 森山   共同研究  大  
  史   共同研究  森 保 大  
     共同研究  経済 経   
 
 
 
  

Ⅱ　地域雇用グループの調査・研究活動とその成果
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